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1941年宮城県生まれ。1963年東北学院大学経済学部卒業。1973
年青山学院大学院研究科聖書神学専攻修士課程修了。1979年日
雇いになり、山谷伝道開始。1985年日本基督教団山谷兄弟の家伝
道所設立。1987年山谷にまりや食堂を開設。現在、山谷兄弟の家
伝道所牧師。

すべての命に平和を
剣を打ち直して鋤とする２

四六判・並製・230頁・定価2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN978-4-8184-1150-0 　C0016

世界各地で戦争の相次ぐ現代。長年山谷の地で伝道を続け、
高齢化した元・日雇い労働者の「食」に携わる著者が、か
つて明治維新から侵略戦争に突き進んだ近代日本の歴史を
振り返りつつ、二度と惨禍を繰り返させないため「平和」
の道を考える。

【好評発売中】『剣を打ち直して鋤とする──すべての命に然り』菊地 譲　定価2,200円

戦争に突き進んだ近代日本を振り返りつつ「平和」の道を考える

※250部の限定配本につき、
　ご注文が多い場合は冊数調整
　させていただきます。



株式会社ヨベル　YOBEL Inc. 〒 113-0033　東京都文京区本郷４- １- １　T 03-3818-4851　F 03-3818-4858　http://www.yobel.co.jp

四六判上製・296 頁・定価 1,980 円（税込）
本体 1,800 円 + 税　 ISBN978-4-909871-97-8 C0016

「良心」 の天路歴程
金子晴勇［著］（ヨーロッパ思想史）　　　　　　　　＊『

1985年教文館刊行
恥と良心』構成改訂改題増補版

隠れたアンテナ効果とは？
天上への道は良心のそれである。M. ルター

〈良心〉は、単に道徳意識の源泉であるにとどまらず、人間の生存と存在の根源 ― 霊性 ― に深く根を下している
のではないか ?  古今東西の宗教、哲学、文学における著者ならではの縦横無尽なフィールドワークの集積によっ
て新たな「良心論」が誕生 !　創造された人間すべてに備えられている “ アンテナ機能 ” とはなにか？！

主な目次
序説 ― 霊性の扉は良心現象の解明によって開かれる
序論　良心はどんな現象を意味するのか

⑴ ヨーロッパ精神史における良心概念の形成／⑵ ルターにおける
良心概念／⑶ 現代人の「良心」意識の問題

第 1 章　日本人の恥の意識と良心
⑴ 恥の文化と罪の文化／⑵ 恥と良心との関係／⑶ 漱石の『こころ』
／⑷ 恥の三形態、公恥・自恥・羞恥／⑸ 良心と実存の三段階／⑹ 
キルケゴールの三段階説

第 2 章　良心の現象　その 1 ― 社会的良心
⑴ 一般化された他者／⑵ 社会的規範の内面化／⑶ 日本的な人倫組
織と良心／⑷ 良心の強制と自由／⑸ 警告する良心

第 3 章　良心の現象　その 2 ― 倫理的良心
⑴ 自然法と良心／⑵ 実践理性と良心／⑶ 理想と現実／⑷ 告発し審
判する良心／⑸ 倫理的「やましくない良心」

第 4 章　良心の現象　その 3 ― 宗教的良心

⑴ 倫理的良心から宗教的良心へ／⑵ やましい良心の発生過程／⑶ 
やましい良心と死／⑷ 情緒的良心の現象／⑸ やましくない良心の
諸相／⑹ 信仰による良心の新生／⑺ 超道徳的良心の問題

第 5 章　良心概念の多義性と統一性
⑴ 語義的考察／⑵ 道徳的意識の源泉としての良心／⑶ 宗教的世界
観の反映

第６章　良心と悔恨の学説史
⑴ 良心概念の学説史的考察／⑵ 「悔恨」（Reue）概念の解釈上の対
立

第 7 章　ルターとドストエフスキーの良心概念 ― 比較考察の試み
⑴ ルターとドストエフスキーの共通点／⑵ 魂の深淵としての超道徳
的良心／⑶ 良心の三つの形態／⑷ 良心における神と悪魔との対決

付論　バニヤン『溢れる恩恵』の物語

『「良心」 の天路歴程』 ― あとがき

著者紹介　金子晴勇（かねこ・はるお）　　1932 年静岡生まれ。1962 年京都大学大学院博士課程中退。67 年立教大学助教授、75 年『ルターの人間学』で京大文学博士、
76 年同書で日本学士院賞受賞。82 年岡山大学教授、1990 年静岡大学教授、1995 年聖学院大学客員教授。2010 年退官。　主な著書：『ルターの人間学』（1975）『アウ
グスティヌスの人間学』（1982）、『ヨーロッパ人間学の歴史』（2008）、『エラスムスの人間学』（2011）、『アウグスティヌスの知恵』（2012）、『知恵の探求とは何か』

（2013）、『キリスト教人間学』（2020）、『私たちの信仰』（2020）、『人文学の学び方』（2020）、『ヨーロッパ思想史』（2021）、『東西の霊性思想』（20212）、『キリスト教
思想史の諸時代Ⅰ〜Ⅶ、別巻 2』（2020 〜 2023）ほか多数　主な訳書：アウグスティヌス著作集 第 9 巻（1979）、ルター『生と死の講話』（2007）、ルター『神学討論
集』（2010）、エラスムス『格言選集』（2015）、C. N. コックレン『キリスト教と古典文化』（2018）、エラスムス『対話集』（2019）ほか多数　太文字は小社刊行

12 月 15 日刊行予定
写真はキリスト新聞提供



悲しみに壊れた心は
どこへ行くの？

12 月 25 日刊行予定
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人の悲嘆、傷み、喪失を、〈三位一体の神〉から語りかける。
牧師である著者自ら体験した、愛する者（妻）との別れ、傷み、悲しみ。それらを通して、人の〈愛着と喪失〉の心
理学的理論を、〈三位一体の神〉における愛と交わりの真理への架け橋としてつなげていく壮大な神学的アプローチ。
我々は、悲嘆を克服しない。悲嘆は決して我々を離れない。悲嘆をもたらした喪失感は、いつもそこに—すぐそこに—、存在して
いる。そしてその傷は、最も予想しない時に、新しい裂け目として現れやすい。悲しむ人がその悲しみをそのまま悲しみ、また、悲
しむ人を全ての慰め主である神の慰めへと導き、そして、その人が心の準備ができているなら、悲しみが新しい息吹を得て、それ
がほどける変化へと導かれることを願う。（本書より）

R・ロス・ヘイスティングス著　小山清孝訳

四六判・288 頁・定価 2,200 円
本体 2,000 円 + 税  ISBN978-4-911054-10-9  C0016

著者略歴　R. ロス・ヘイスティングス（W. Ross Hastings）
スコットランド人である両親が宣教師として滞在していたアフリカ（ジンバブエ）で生まれる。ヨ
ハネスブルグの大学を卒業後、南アフリカの高校で化学教師、さらにイギリスの高校で教鞭を取
る傍ら校長を務めた。その後、クイーンズ大学（カナダ、オンタリオ州）で学び化学で博士号、さ
らにセント・アンドリュース大学（スコットランド）で神学博士号を取得。モントリオール、バン
クーバーの教会で牧師を勤めた後、現在、リーゼント神学大学教授。専門は、組織神学（特に三
位一体の神学）、牧会神学、霊性の神学、キリスト教倫理、科学と神学など。これまでに、本書を
含めて 6 冊の著書があり、2017 年に出版された『Echoes of Coinherence: Trinitarian Theology and 
Science Together』は、その年のカナダで最高の学術書に贈られるグレース・アーウィン賞を受賞。

訳者略歴　小山清孝（おやま・きよたか）
福岡県出身（1943 年生）； 九州大学工学博士（Ph.D.）、ブリティッシュ・コロンビア大学 Ph. D.（化
学）； トロント大学博士研究員を経て、日本の民間化学会社に就職（探索研究所長、法務・特許部長、
ファインケミカル事業部部長等を歴任）； （社）日本化学工業協会にて国際業務室長（WTO、自由
貿易協定等に関わる国際貿易； 国連〈ILO、IMO 等〉、OECD、ISO における化学品の安全管理に
関わる国際調和等）； 経済産業省貿易政策小委員会委員、経団連貿易と投資委員会委員、OECD 産
業諮問委員会委員、APEC 化学産業部会委員等； “Enzyme Engineering 7” （The New York Academy 
of Sciences, 1984）、“Biocatalysis in Organic Media” （Elsevier, 1987）、“Biocatalytic Production of 
Amino Acids and Derivatives” （Hanser, 1992）、“Chirality in Industry” （John Wiley & Sons 1992）等、
化学に関わる論文・総説・著書（共著）多数； 小説「黎明よ疾く覚めて闇を打て」（ペンネーム： 
仰木 望、文芸社、2007）、船本弘毅編著『希望のみなもと ― わたしを支えた聖書のことば」（燦
葉出版社、2012）、『創造か進化か ─ 我々は選択せねばならないのか』『今、よみがえる創世記
の世界 ― 進化論と聖書との対話』（以上ヨベル、2020）
元山口大学工学部非常勤講師； リーゼント・カレッジ客員研究員（科学と神学）

推薦の言葉／著者からのメッセージ／まえがき／謝辞
序章
第 1 章　神との悲嘆の共有 ― 物語への導入
第 2 章　神との悲嘆の共有 ― 人間における普遍的なもの
第 3 章　悲嘆と喪失の神秘 ― 知らないこと
第 4 章　我々が知っていることを、如何にして知るか ― 知ること
第 5 章　悲嘆の源と性質
第 6 章　悲嘆の源と性質　三位一体神学からの考察 ― 参加すること
第７章　悲嘆の源と性質 ― 心理学からの洞察
第 8 章　適応へ向けて ― 脱構築における三位一体の神との悲嘆の共有
第９章　適応へ向けて ― 再構築における三位一体の神との悲嘆の共有
第 10 章　適応へ向けて ― 苦しむ神の神義論
第 11 章　 適応へ向けて ― 三位一体の神の民との悲嘆の共有（１）
第 12 章　適応へ向けて ― 三位一体の神の民との悲嘆の共有（２）
第 13 章　 適応へ向けて ― 個人的な実践による神との悲嘆の共有
事項・人名索引／訳者あとがき

死との和解の神学

William Ross Hastings 
Where Do Broken hearts go?
An Integrative, Participational Theology of Grief



著者紹介：ジュセッペ　三木　一　　・1943 年、ローマで生まれる。名はアバテ・ジュセッペ。　・1963 年、回心の恵みを受けました。
・1971 年、来日。「福音の小さい兄弟会」の修道士として東京に。来日の前の 8 年間は、修道士の見習いと、3 年間の神学の勉強をローマのグレオリアー

ナ大学でしました。生きるための基本的な習慣を身につけて　今に到ります。最も大切で幸せな時。
・1980 年、修道会を退会して名古屋へ移り、名古屋教区のカテキスタ会に入り、教区レベルの日曜学校に　自分の仕事を持ちながら協力しました。（～

2005 年）　　・1981 年、結婚。2 年後三木一という名前で日本人になりました。　・1994 年、名古屋から知多半島の阿
あぐい

久比町
ちょう

へ。
・1995 年、聖書を読む集会を始め、今日に到る。10 人くらいのグループにプスチニア（「砂漠」から転じて「祈りの家」）と名付ける。
・2005 年、正教会の信徒になる。半田市乙川の半田正教会に所属する。やがて相次いで、聖書の会のメンバー七人が正教徒となり、他のメンバーも

学びを続けています。
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百年間のカウントダウン
創世記を味わう 第 5 〜 7 章    ［師父たちの食卓で 3］

ジュセッペ 三木 一　訳：佐藤弥生　監修：松島雄一（大阪ハリストス正教会 司祭）

A5 判・160 頁・定価 1,760 円
本体 1,600 円 + 税　ISBN978-4-911054-11-6 C0016

＊好評既刊

師父たちの食卓で
― 創世記を味わう
　　 第 1 章〜第 3 章
A5 判・272 頁・定価 2,420 円（2,200 円税別）
ISBN978-4-907486-27-3 C0016

＊好評既刊

アベルのところで命を祝う
― 創世記を味わう第 4 章

師父たちの食卓で2
A5 判・192 頁・定価 1,650 円（1,500 円税別）
ISBN978-4-909871-08-4 C0016

ノアの物語に「いま」を読む !
「危機的で終末論的」と多くの人が意識の深層で感じ取っている現代、悪と暴虐が世に満ちるこ
と、そこからの魂と世界の救済について、聖書は何を語り得るのか—。正教会師父たちをはじ
めとして、古今東西の教父、聖書学者、教会指導者らによる多彩な聖書解釈を紹介しながら創
世記第 5〜 7章を解明する。好評「師父たちの食卓で」シリーズの第3弾。

12 月 25 日刊行予定



12 月 25 日刊行予定
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神さま、どうか「こども」のようになってください。
そしてあなたの子どもたちを助けてください。

「こども」たち、とりわけ、暴力や虐待にさらされてきた数え切れないほどの「こども」たちにとって、神
とは一体何ものなのか ? 現代韓国社会の最前線に立ち尽くしての根源的な問いの果てに一人の神学者が辿り
着いた、「神こそ「こども」である」という思想、その斬新なる全貌を初邦訳。

著者紹介　李 信建（Lee・Shinkeun/ リ・シンコン）　1953 年韓国の釜山生まれ。ソウル神学大学 (1977 年卒業 )・延世大学連合神学大学院 (1979 年卒業 ) で学び、テュービンゲン大学より神学博
士号 (Th. D.) 取得 （1987 年） してソウル神学大学の組織神学教授 (1994 年 ~2018 年 ) を務めた。著書：『カール・バルトの教会論』(1989 年 )、『神の国とイデオロギー』(1990 年 )『組織神学入門』
(1992 年・2007 年・2014 年 )、『神の国の倫理』(1991 年 )、『窓辺に座っている青年 ( 説教集 )』(1993 年 )、『一般信徒に読められる神学』(1998 年 )、『神の国の地平の上にある神学と教会』(1998
年 )、『子ども神学』(1998 年・2017 年 )、『全き霊性』(2002 年 )、『公正のため再び来れれる』(2007 年 )、『人間の本質と運命』(2010 年 )、『終末論の歴史と主題』(2011 年 )、『教会への誤解と理
解』(2012 年 )『救いとは何か』(2016 年 ) 他多数。
訳書：『教義学』(H・G・ペールマン )、『教会』( ヴォルフガング ･ フーバー )、『カール ･ バルトの政治神学』(U・ダンネマン )、『古代教会と東方教会』( レイムント・コッチェ )、『聖霊の力にある
教会』(J・モルトマン )、『モルトマン自伝』(J・モルトマン )、『三位一体と神の歴史』(J・モルトマン )、『生命の泉：聖霊と生命神学』(J・モルトマン )、『私はどう変わったのか』(J・モルトマン )、

『希望の神学』(J・モルトマン )、『カール ･ バルトの神学黙想』( リハルト・グルノブ )、『ディートリヒ・ボンヘッファーの黙想』(D・ボンヘッファー )、『聖徒の交わり』(D・ボンヘッファー )、『私
について来なさい』(D・ボンヘッファー )、『倫理学』(D・ボンヘッファー ) など。
訳者紹介　朴 昌 洙（Park・Changsoo/ パク・チャンス）　Johncspark@gmail.com　1969 年韓国の光州生まれ。馬山上南聖潔教会協同牧師及び新潟聖書学院専任教師。ソウル神学大学及び同神学大学
院とイギリス・バーミンガム・クイーンズ・カレッジで学び、イギリスで宣教師として活動し、2009 年から来日して教育宣教師として活動している。柏崎地域国際化協会の韓国語講座を担当してい
る。　著書：『小さき者よ、来なさい』、『宣教実験』、『Born Free』（共著）　訳書：李 信健著『キリスト教神学とは何か　組織神学入門』（ヨベル、2020）、中村 敏著『日本キリスト教宣教史（韓国語
版）』、中村 敏著『日韓の架け橋となった日本のキリスト者 10 選』など。

四六判美装・328 頁・定価 1,980 円
1800 円 + 税  ISBN978-4-909871-98-5 C0016

こどもの神学  神を 「こども」 として考える
李
リ

 信
シ ン コ ン

建［著］　朴
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 昌
チャン

洙
ス

［訳］

主な目次 :
まえがき ― 日本語版出版にあたって
まえがき ― なぜ「こども」の神学なのか
増補版に付して
第１章　虐待を受けるこどもたち

１　育児放棄
２　身体的虐待
３　性的虐待
４　その他の暴力

第２章　虐待を受けているこどもたちにとって神はどのよ
うな存在か
１　無能の中における全能なる神
２　両性的な神
３　神はこどもの顔（イメージ）をもたれる

３章　こどもなるイエス

１　こどもとして来られた神
２　イエスの「こどもの神学」
３　こどものようなイエス

第４章　こどもなる神
１　神をこどもとして考える
２　こどもの顔をもたれる神
３　こどもらしい聖霊体験

第５章　神のかたちとこども
１　こどもも神のかたちか
２　従来の見解に対する再評価
３　神のかたちとこども

第６章　パラダイスへのヴィジョン
第７章　こどもらしい霊性

１　上から再び生まれなければならない
２　地からも再び生まれなければならない

３　こどもの霊的優越性
４　こどもらしい生き方
５　こどもらしい霊性（霊的な生活）に至る道

第８章　実践的含意

訳者のあとがき ― 『こどもの神学』の日本語版出版にあ
たって
付録１　『こどもの神学』について

黃 德 亨先生（ソウル神学大学総長及び組織神学教授）
付録２　日本の児童虐待の現状と、私たちができること

山本真理子先生（同盟基督教団 上田聖書教会）

書評再録　　　　　　　　　　　　齋藤五十三氏
李 信 建著　朴 昌 洙訳

『キリスト教神学とは何か　組織神学入門』
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“ ガリラヤ ” を抜きにしては 
イエスもキリスト教もない！

イエスが生まれ育ち、民と共に暮らし、「神の国運動」の場となった「ガリラヤ」、その地に焦点を当てて聖書
を捉え直す渾身の「キリスト教解体新書」。〈歴史のイエス〉と〈信仰のキリスト〉との間にある乖離を明示し
てキリスト教最大の問題を乗り越え、イエスの生き方の核心を示す「いのちの尊厳と人権の回復」に肉薄する。

　イエスの眼差しは、社会的・政治的・宗教的な権力支配の構造悪によって棄
き

民
みん

化
か

され、難民化される人々に向けられました。そして
ガリラヤの人々の願いや抵抗の生き方は、神を信頼し自立的に生きる者の「弱者の武器」を用いる「非暴力」によるものでした。人々
はイエスの福音を受け継ぎ、何事も「あきらめず」に希望を持って生きるように促されたのではないでしょうか。（本文より）

ガリラヤに生きたイエス
いのちの尊厳と人権の回復

076

著者略歴：山口雅弘（やまぐち・まさひろ）　1948 年札幌に生まれる。日本聖書神学校卒業。以後、日本キリスト教団諸教会の牧師を歴任。アメリカ・ケンブリッジ Episcopal 
Divinity School に留学（神学修士号取得）。単位互換制度によりハーバード大学神学校で学び、米国長老派研修施設（ニューヨーク）常駐神学教師、並びに諸教会の協力牧師。日本聖書
神学校講師（新約学）。現在、日本キリスト教団引退牧師。著書：『イエス誕生の夜明け：ガリラヤの歴史と人々』、『よくわかる新約聖書の世界と歴史』（以上日本キリスト教団出版局）、『イ
エスの道につながって：教会暦による随想とメッセージ』（新教出版社）。編・著書：『聖餐の豊かさを求めて』（新教出版社）。翻訳書：M. ヘンゲル著『イエスは革命家であったか』（共訳、
新教出版社）、L. ウイリアムソン著『現代聖書注解―マルコによる福音書』、P. パーキンス著『現代聖書注解―ペトロの手紙 1・2、ヤコブの手紙、ユダの手紙』（以上日本キリスト教団
出版局）、M. ディベリウス著、H. コンツェルマン改訂増補『牧会書簡注解―第 1･ 第 2 テモテ書、テトス書』（教文館）。

まえがき
序　章　イエスの生き方の核心は？

イエスの生と死／心身の「癒し」 と 「全人間的な解放」 
／ 志ん生の本音とパウロの呻

うめ

き、そしてイエス、他
第一章　「イエス」探求の前提

イエスの 「神話化」 を問う／「イエス・キリスト」と
いう呼称／いのちの尊厳と人権を奪う宗教のシステ
ム化／キリスト教の 「変遷」 を問う課題、他

第二章　「ガリラヤ」という歴史的な場
イエスと 「ガリラヤ」 ／ガリラヤの特異性／北イス

ラエルの伝統／ 「異邦人のガリラヤ」と言われる理由
／ガリラヤの社会と支配構造

第三章　ガリラヤ農民イエス
農民・木工職人イエス／日常の風景／中庭を中心に
した共同体／「女」 と 「男」 の間には／農民の苦しみ
と弱者の武器、他

第四章　旅に出るイエス ― 怒りと希望
放浪の旅立ち？／イエスの怒り／ヒューマニズムの
徹底化／イエスが示す 「神の国」／共食と共生の実現
を求めて／パンの分かち合い／一切れのパンのため

に罪を犯さず
第五章　晒し柱 ― 犠牲のシステム

晒し柱の処刑について／十字架の「贖罪」／強者の論
理と犠牲のシステム／晒し柱による死についての再考

第六章　宗教のジレンマとその克服
イエスの「誕生と死」、 そして 「復活物語」 ／ 「復活信
仰」 と女性たち／宗教のジレンマとその克服、他

終　章　弱さを絆に
主な参考文献表／あとがき

ラジルラジルで、約半年間
いつでも繰り返し何度でも
きけます。タイトルは仮題

重版決定！

山
日 本 キ リ ス ト 教 団  引 退 牧 師

口雅弘［著］ ラジオ NHK 第二「宗教の時間」オンエアー
山口雅弘先生ご出演 “ ガリラヤのイエス　わが信仰の原点 ”

12 月 24 日（日）午前 8：30 〜 9：00
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〈著者紹介〉
大田正紀　OHTA Masaki
1949年三重県紀北町生まれ．1970年関西学院大学文学部卒業．カワムラサイクルでの勤務の後，
1976 年関西学院大学大学院（文学研究科日本文学専攻）に入学し，水谷昭夫教授の指導を受
ける．1980 年同大学院後期博士課程中退．聖和大学助教授を経て，梅花女子大学教授．2013
年同大学を定年退職．梅花女子大学名誉教授．
著書『近代日本文芸試論―透谷・藤村・漱石・武郎』桜楓社，1989 年，『高貴なる人間の姿
形―近代文学と神』彼方社，1995 年，『近代日本文芸試論 II―キリスト教倫理と恩寵』お
うふう，2004 年，『祈りとしての文芸　三浦綾子・遠藤周作・山本周五郎・有島武郎』日本キ
リスト改革派西部中会文書委員会，2006 年，『文章表現』桜楓社，1990 年など．
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サラ・ヤング 著　
佐藤知津子 訳

四六判 404頁  定価2,640円（本体2,400円＋税） 　
ISBN978-4-264-04469-7 C0016
いのちのことば社　卸コード 13750

いのちのことば社  新刊案内  2023 年 11 月 15 日発売 2023年  赤紙
11 月上旬

あなたがいつも
聴いてくださるから
主イエスと祈り、心をつなぐ 366 日

ロングセラー『わたしは決してあなたをひとりにしない』著者によロングセラー『わたしは決してあなたをひとりにしない』著者によロングセラー『わたしは決してあなたをひとりにしない』著者による聖書日課！

不安にさいなまれ、悲しみに打ちひしがれるときも、イエス

のうちに平安と希望を見出すことができる――病の苦しみの

中、聖句に基づいて紡ぎ出された「私たちから主イエスへの」

親みをこめた語りかけのことばを収録。読むことで祈りをさ

さげる聖書日課。



グリーンゆうこ 作

B5判 56頁  オールカラー
定価990円（本体900円＋税） 　
ISBN978-4-264-04437-6 C0016
いのちのことば社　卸コード 24820

さしい英語で聖書物語に親しみながら、アルファベットを

なぞって ABC のおけいこができる幼児向けのカラフルな

ワークブック。迷路やぬりえ、まちがいさがし、点つなぎ

などの楽しい知育ワークも充実。 

いのちのことば社  新刊案内  2023 年 12 月 5日発売 2023年  赤紙
11 月上旬

ABC でたのしむ
せいしょバイリンガル
ワークブック



宮葉子 著

A6判 400頁  定価1,870円（本体1,700円＋税） 　
ISBN978-4-264-04446-8 C0016
いのちのことば社　卸コード 13010

いのちのことば社  新刊案内  2023 年 12 月 15 日発売 2023年  赤紙
11 月上旬

こころのごはん
366 日の祈り

人気みことばエッセイ『こころのごはん』の著者による、

12 か月 366 日のみことばと祈り。日々のディボーショ

ンに、また巻末のテーマ別索引から悩みに合わせて読

むこともできる。メンタルヘルスに役立つコラム付き。

季節を感じる RARI YOSHIO さんの植物画も美しい。 


